
意見分類項目 意見・質問の概要 回答・対応

　市の避難行動要支援者の個別計画は７５歳以上で、社協
からの生活支援アンケートは６５歳以上になっているが、
この年齢の違いは何か。社協と横の連携はあるのか。

　市は、設定年齢を国が示している取組指針を参考に７５歳
以上としているが社協は、高齢者の括りで６５歳以上として
いるのではないかと思われる。いずれにしても社協など他の
関係機関と連携を図りながら、事業を推進していきたい。

　個別計画の取り組みは、全ての町内会に対してきっちり
と説明し、最後までやってほしい。

　自主防災組織の未設置の町内会（平成２６年１２月１日現
在）に設置に向けた呼びかけをしていくとともに、個別計画
については、進捗状況を勘案しながら、進めていく予定であ
る。また、町内会からの要望があれば対応していきたい。

　７５歳以上で縛る必要があるのだろうか。その年齢に満
たない人でも町内会で放っておくことはできない。情報を
もらう町内会としては、そういう年齢の人の情報も大切
で、あればありがたい。

　「同意書」の表現が固い。わかりやすく平易な表現にし
てほしい。また、記入するスペースも狭く、高齢者には書
けない。（市の文書など全般に言えること）

　個別計画を作った後でも、町内会が小さいので町内会単
位では訓練などをできない所もある。

　防災訓練については、調整次第では地区・地域での実施も
考えられるので、実施の要望があれば相談してほしい。

　全ての町内会の個別計画の完成目途はいつなのか。
　一人一人の個別計画の作成にあたっては時間を要すること
から、進捗状況にあわせて決定していきたい。

　実施町内会は毎年、いくつの町内会を予定しているか。
　平成２７年度においては、１０町内会を予定しているが、
町内会での作成は要望があれば問合せ願いたい。

市政懇談会のグループ別意見交換における意見一覧

（１）災害に強い地域づくりのため
に「避難行動要支援者の個別計画を
つくろう」

　本事業を開始して間もないこともあり、まずは現状の設定
で実施し、必要に応じて見直しを図っていきたい。
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　４年位前に、地域包括支援センターで民生委員を使った
同じような調査があったがそれと重複した作業にならない
のか。また、同意する側も何回も同じようなことを聞かれ
るという感じを受けないか。その同意書を今回の同意書に
活用できないのか確認してほしい。

　健康の駅でも独居の調査をしている。同じような調査を
別々にしないで一括してできないのか。

　地域で支えるといっても、どこまで立ち入っていいのか
わからない。個人情報という言葉だけが先走っている。

　自力で避難することが困難な避難行動要配慮者を災害時に
おいて、円滑に避難支援や対応するためにはどうすればいい
のかという取り組みなので、まずは「個別計画」を作成して
いただきたい。

　いろいろな調査があるようだが、町内会には何の情報も
入ってこない。

　今回の事業の実施にあたっては役員会などにおいて説明し
たり、町内会長あてに文書を配布している。他の調査におい
ても、同様に行っているものと思われる。

　災害、防災を考えたとき、非常に助け合いには難しい課
題がある。たとえば職場がある場合や、それぞれの自己優
先があるはず。

　災害時においては、まずは自分や家族などの安全確保が優
先されるが、地域に住む避難行動要支援者の必要な情報を把
握することにより、円滑な避難行動支援や対応などにつなげ
ていきたい。

　地域の支えあいについて、若い人はどう考えているのだ
ろうか。

　町内会においても若い人の取り込みが困難になっていると
聞くことから、イベントや行事などを通して若い世代と交流
を促進する対策などが必要となる。

　町内会のあり方にも疑問がある。市は、公助が終わった
ら共助でというがそれもどうなのか。

　災害の被害を最小限に抑えるためには、自助・共助・公助
それぞれが、災害対応力を高め、連携することが大切である
ため、特に公助が終わったら共助という訳ではない。但し、
災害時の初動対応には自助・共助が重要となることから、本
事業を推進していきたい。

（１）災害に強い地域づくりのため
に「避難行動要支援者の個別計画を
つくろう」

　事業を開始して間もないこともあり、当面はこのような設
定で進めていきたいと考えるが、事業を進めていくうえで、
効率的かつ効果的に推進するならば検討していきたい。
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　災害時と通常の独居を区別なしで、普段から町内会で支
えあう仕組みを作ってはどうか。

　東日本大震災など災害においては高齢者や障がい者の被害
が増大であった。それらの事柄を教訓に、高齢者や障がい者
の中でも、自力で避難などがすることが困難な方を支援でき
る仕組みつくりを優先的に取り組んでいきたい。

　町内会の後継者がいるのか。また作っていけるのか。

　町内会の活動等に対して、若者や転入者の参加率が低いこ
とが課題となっているため、世代間交流や町内会への加入の
促進に向けた対策が必要となる。他市では高校生が町内会の
役員を行っている事例もあるで、参考にしていきたい。

　平成２１年に町内の防災組織を作成した。その時は１８
０件のうち１７０件が記入してくれた。

　非常に災害に対する意識が高い地域だと思われる。今後も
引き続き、災害対応力を高めてほしい。

　留萌市や町内会などそれぞれが持っている情報を集めた
ら相当数にならないのか。

　どのような情報を指しているかわかりませんが、今後も市
と町内会が連携して事業の推進を図ることになる。

　年齢に関係なく高齢でも元気な人は助ける方に回るくら
いの気持ちが必要だ。

　その通りだと思う。高齢者や障がい者の方のなかでも、自
力で避難することが困難な方を支援する仕組みつくりを地域
で確立していただきたい。

　浜中町では海岸地域であり津波に対しての危機感を持っ
ており、町内の要支援者に関する調査を現在行っている。

　調査結果をまとめた後は市にも報告してほしい。

　要支援者に関する個人情報の管理はどこで責任を持つの
か。

　町内会、市、消防署など関係機関が情報を共有し、それぞ
れで責任を持つ。

（１）災害に強い地域づくりのため
に「避難行動要支援者の個別計画を
つくろう」
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　防災に強い街づくりのためには、地域の状況が異なるの
で、きめ細やかな対応が必要である。
　情報が町内に伝わらないことが多い。防災認識が浸透し
ていない。

　日頃から防災について、関心を持ち、地域で防災訓練など
を実施してほしい。必要に応じて、「お茶の間トーク」など
を通じて、市としても参画していきたい。

　防災の担当部局に専門家を置くべきである。 　検討していきたい。

　要支援者体制を整えるのであれば市全域で行うべきでは
ないか。

　事業を開始して間もないこともあり、ある程度の課題をク
リアした段階で、対象範囲などを決定していきたい。

　夏場については、市の担当者の方が来ていただいて説明
を受けているのでわかるが、礼受・浜中も同じだと思うが
冬場の対策が皆無である。市に聞いても有効な解決策がな
い。夏なら逃げることも可能だが、今後の計画の中で、ど
のように生かされていくのか。

　今年度、各コミセンに避難所備蓄品として、ストーブなど
を配置したところであり、必要に応じて各避難所に移送す
る。また、災害協定を結んでる提携先と暖房対策について対
応することになるものと考える。

　津波、洪水の問題で、私たちが住んでいるところが海抜
何メートルなのかが判らないという話が町内会でもでてい
る。洪水が起きた時に逃げる場所が山しかない、それが整
備されていない。特に冬場は逃げる場所がない。

　海抜表示板などを設置している箇所もあるが、検討してい
きたい。

　資料４ページの対象者の件で、高齢者は分かるが、障が
い者・要介護者などは同居している方が健常者でも対象に
なるのか。町内会に担当者が説明に来ると説明があった
が、何名以上集まればなどの規定はあるのか。

　災害時において自力で避難することが困難な高齢者などを
町内会で支援していただくことになるので、同居している家
族などで支援者となる方がいれば、含まないことになる。ま
た、説明については、町内会から要望があれば出来るだけ対
応していきたい。

　留萌市全部の町内会で何年か掛けて計画をつくるのか、
希望する町内会だけで作るのか。

　全町内会で策定することが望ましいが、なかなか進まない
状況にある。事業の進捗状況を踏まえながら、再来年以降の
計画を作成していきたい。

（１）災害に強い地域づくりのため
に「避難行動要支援者の個別計画を
つくろう」
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　強制はできないと思うが、市全体で何年で実施するなど
の見通しはあるのか。希望する町内会だけと言われると、
まだまだとなってしまう。

　全町内会で策定することが望ましいが、なかなか進まない
状況にある。事業を開始して間もないこともあり、ある程度
の課題をクリアした段階で、対象範囲などを決定していきた
い。

　集合住宅のため、入居者が鍵をかけている。何かあって
もドアを開けられない。市民課に行けば家族構成などは教
えてくれるのか。誰が手を貸してほしいのかわからない。

　市民課に問い合わせても個人情報を教えることは出来ない。その
ため、この「個別計画」をもとに、町内会と対象者で話をしながら、対
応していただきたい。

　日本海側で地震が起きた場合の新たな津波のシミュレー
ションはまだ出ていないと思うが、以前の想定とだいぶ違
うことも予想される。
　元町地区は、海抜３～４ｍで海と川に囲まれており、市
営住宅が避難場所に指定されているが、本当に大丈夫なの
か不安である。
　また、避難訓練などは夏を想定して実施してきたが、冬
期間に避難しなければならないような状況となった場合の
対応が不完全で不安である。

　ご指摘のとおり、新たな津波のシミュレーションについて
は、今後、北海道から発表されることになり、その後、既存
の計画などを見直していくことになる。また、冬期間に避難
については、今年度から各コミセンに避難所備蓄品を配置し
たところであり、災害協定を結んでいる協定先などと対応し
ていきたい。今後は複合型の災害（冬季地震、津波、停電な
ど）への対応を研究していく。

　要支援者の避難計画について、３．１１の時には、助け
に行った多くの人が亡くなっている、そこまでして助けに
行かなければならないのか。また、助けを当てにして待っ
ていた要支援者が亡くなってしまい、地方の家族から訴え
られた場合など行政はどう考えているのか教えていただき
たい。

　市からの要支援者個別計画の文書の最後には「責任をも
つものではありません」とは書いているが、あくまでも書
類上の話で、実際要支援者と話をすると期待をされてしま
う。何かあった場合、必ず責任追及される場面が出ると思
う。
　行政は、個別計画の意味、限界など整理し、責任を持っ
て対応してもらいたい。

　災害時においては、まずは自分や家族の方々の安全確保が
優先され、町内会の支援者の方に法的な責任などを負わせる
ものではない。避難行動要支援者の方についても、必ず支援
されることを保証するものではないことを示しているところ
である。

（１）災害に強い地域づくりのため
に「避難行動要支援者の個別計画を
つくろう」
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　個別避難支援の取り組みから２年になると思うが、支援
する側も２年程度で役員が交代するし、支援される側も対
象者が刻々と変わっていく。(３年前の計画だと意味がな
い)市として取り組んだ以上、継続していかなければ意味
がない。更新、見直しをどのように考えているのか。

　役員の交代にあたっては、前任者の方から後任者に方に事業の
目的を説明していただき、引き継ぎをしていただきたいが、必要に応
じて市に問い合わせてほしい。また、更新については、年１回程度
の更新を考えている。

　避難場所が建物の場合は良いが、広場が避難場所となっ
ている場合や冬季間の避難の場合、暖を取るところがな
い。(備品を貰うことになっており、屋内での利用は可能
だが、屋外ではあまり意味がない)
地域の民家の方に家を開放してもらい、一時受け入れても
らうなどを対策として進めてはどうか。

　原則は避難所を開設場所と考えているところであり、各コ
ミセンにおいてはストーブを設置しているところであるとと
もに、必要に応じて災害協定先から支援を受けることになっ
ている。

　何人かの要支援者に該当する人から、個人情報の同意書
が得られない場合がある。同意しない人に対する対応策
は、どうすればよいのか検討してもらいたい。

　同意されない理由としては、災害時に支援が必要のない方
や他者に個人情報を教えたくない方などがいるので、まずは
同意された方について、対応していただきたい。

　避難行動要支援者の対象者が資料４ページの説明の中で
は、市内に３，０００人いるということだが、基礎デー
タ、調査の手順が知りたい。

　避難行動要支援者の対象者（市内３，０００人）につい
て調査に入る場合、該当する町内会には、市が直接町内会
へ要請するのか、町内会から市へ要請するのか。

　避難行動要支援者の対象者についての情報は全て個人情
報に該当すると思うが、例えば、身内が老人ホーム等に入
所していることは市が実態を把握しているのか。

　市においても全てを把握している訳ではありませんので、
同意の有無について確認しているところであり、老人ホーム
などに入所している場合は施設側が、まずは支援者となると
いう扱いになる。

　対象者には、市から同意するか否かの文書を郵送し、その
結果を名簿にまとめ、町内会に報告する。その報告を受け
て、町内会と同意された方で「個別計画」を作成していただ
くことになる。

（１）災害に強い地域づくりのため
に「避難行動要支援者の個別計画を
つくろう」
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　個人情報について、取り扱いには充分注意してほしい。 　取り扱いには充分注意して対応していきたい。

　避難行動要支援者の調査について、町内会に若年層世帯
の加入が少ないため、実際に調査活動をするのは、町内会
に加入している高齢者世帯になるのが現状である。

　ご指摘のとおり、若年層や転入者世帯の加入の低さが課題
となっているが、一方　東日本大震災においては高齢者や障
がい者が犠牲になったことから、そういった方々の対策を講
じなければならないので、ご理解願いたい。

　市で空き地の所有者と交渉し、除排雪の場所として、提
供してもらうのは難しいだろうか。

　市道除雪のための堆積地として利用可能な箇所は既に提供
していただき活用している。個人の宅地内除雪のための堆積
地としては、平等性の観点から市が確保するのは難しい。

　５～６年くらい前までは年２回くらい排雪をしてくれた
が、最近は１回も排雪に入ってくれないことがあるので、
年１回は排雪してほしい。

　生活道路の排雪は必要に応じて年に１～２回の排雪を行う
計画であるが、その道路の場所や条件により、日々の除雪で
幅員等が確保されている場合は、運搬排雪は行わない場合も
ある。現地状況を確認し必要に応じて対応する。

　ごみステーション前に除雪の雪を積んで、見通しが悪く
なって事故も多くなっている。雪を捨てる場所を作らない
とどうにもならない。町内会は違うが、住之江公園を除雪
場所とするなど許可してもらえないものか。

　道路除雪業者にはゴミステーション周辺は配慮するように
指導している。道路除雪業者以外の場合も考えられるため、
個別箇所については相談いただき対応したい。
　公園への雪入れについて、箇所によっては町内会等打合せ
を行い、利用方法を定め利用している箇所もあるが、遊具や
芝生等の施設が破損する危険がある場合には雪堆積場として
の利用は認めていない。住之江公園に関しては、過去に雪堆
積場として利用したことがあるが、利用方法が悪く収集がつ
かなくなり、それ以降利用を取りやめしている。

　自衛隊と緑ヶ丘小の間に河川（アイトシナイ川）がある
が、そこに雪投げはできないのだろうか。

　河川については、投雪が原因となり融雪期等に氾濫する危
険性があるため、雪捨て場としての利用はできない。

（１）災害に強い地域づくりのため
に「避難行動要支援者の個別計画を
つくろう」

（２）今年の除排雪計画について



意見分類項目 意見・質問の概要 回答・対応

市政懇談会のグループ別意見交換における意見一覧

　海に雪を投げたらダメということだが、ゴールデンビー
チの雪捨場はどうなっているのか。市で行っているから良
いのかとも思っていたが、ブルで押して投げているように
しか見えない。

　ゴールデンビーチの市民雪捨て場は、海岸部までの堆積と
雪押しとしている。

　萌寿園に向かう道路の防雪柵がゆるんだりして角度が変
わっているところがある。強風で柵自体が飛んでしまって
は危険なので点検をしっかりしてほしい。

　破損している状況は確認しており、危険度の高いところか
ら優先順位をつけ計画的に補修していく。

　港南中学校前の官舎内にある大木に蜂の巣ができて切っ
てもらった。通学路であり雪などが落ちてきたら危険なの
で、そういったものは切ることができないのか。

　道路の財産である街路樹は各道路管理者が維持管理を行う
が、それ以外の道路沿いの木は、基本的にその持ち主が管理
するものとなっている。枝等が道路に突出して通行に支障に
なっている場合等は、市から管理者へ指導することもできる
ので、情報提供していただきたい。

　町内会の高齢者率が高まっており、玄関前に除雪の雪が
押しつけられると高齢者には厳しい。除雪車のアングル調
整により玄関前には雪を残さずに除雪できるはずである。

　市道の除雪で家の前に重機で重い雪を置かれていくと、
高齢者は対応できない。業者に雪を残さないように指導し
てほしい。

　高齢者のみの世帯が増えており、除雪に関して現在の体
制の見直しが必要。

　除雪のできない高齢者などが住んでいる私道も年に数回
除雪してはどうか。

　高齢者の除雪対策を近所の助け合いで行っているが、件
数が増え限界となっており、市の対策をお願いしたい。

（２）今年の除排雪計画について

　道路除雪の基本は、路肩へのかき分け除雪であるので、路
肩に堆積した各家庭前の間口除雪が必要な場合については、
各家庭に除雪の協力をお願いしている。
　なお、その道路の場所や条件により、道路面の片側に人家
が連担していない場合等、片側に寄せれる場合は片側寄せる
対応をしている。また、道路除雪は朝の通勤・通学の路線を
確保するため、午前７時半頃までの限られた時間内に完了す
ることを目指して行っているものであり、高齢者に対する福
祉サービスや各個人の要望に応じた除雪サービスとして対応
しているものではない。現行の道路除雪基準（国道、道道、
市道）では対応しきれないので、更なる除雪サービスが必要
な場合は、高齢者対策として必要に応じた対応が望ましいと
考える。



意見分類項目 意見・質問の概要 回答・対応

市政懇談会のグループ別意見交換における意見一覧

　除雪車のドライバーによる部分もあるが、市役所が指導
していないように思うので、契約の条件としてほしい。

　道路除雪業者各社とは同じ条件内容で契約し管理指導して
いる。個別事項については相談いただき対応していきたい。

　市は、この通りは高齢者が多いなどの地域の状況を把握
していない。把握していれば地域に合わせた除雪ができる
と思う。

　個人情報の問題もあり高齢者を含む個人情報を除雪業者へ
提供することはできない。道路除雪の基本は、路肩へのかき
分け除雪であるので、路肩に堆積した各家庭前の間口除雪が
必要な場合については、各家庭に除雪の協力をお願いしてい
る。
　なお、その道路の場所や条件により、道路面の片側に人家
が連担していない場合等、片側に寄せれる場合は片側寄せる
対応をしている。また、道路除雪は朝の通勤・通学の路線を
確保するため、午前７時半頃までの限られた時間内に完了す
ることを目指して行っているものであり、高齢者に対する福
祉サービスや各個人の要望に応じた除雪サービスとして対応
しているものではない。現行の道路除雪基準（国道、道道、
市道）では対応しきれないので、更なる除雪サービスが必要
な場合は、高齢者対策として必要に応じた対応が望ましいと
考える。

　排水を利用して流雪溝を設置した方がよい。増毛町や苫
前町（古丹別）を参考にすればよい。

　過去に流雪溝等の設置の可能性について調査研究している
が、留萌市の場合、河川水の供給や地理的な条件等により流
雪溝の設置は困難である。

　空き家の屋根から雪が落ちてきて道を塞ぐので、その都
度市に電話をしている。

　空き家については市で把握しており、パトロールもしてい
る。基本的に持ち主の対応となる。交通に影響がある場合
は、市道の管理者として対応している。

　空き家対策は、事故が起きてからでは対応が遅い。
　代執行により取り壊すこともできるが、費用を回収できる
かが課題となることから、市では条例を制定していない。

　春先になると道がしばれてマンホールが浮き上がるなど
ぐちゃぐちゃになる。市役所に話をしても担当者が変わ
り、きちんと引き継ぎされていないので対応してくれな
い。

　破損している状況は確認している。　補修費用の関係もあ
り、現状では一度に全て補修できないので、優先順位をつけ
計画的に補修している。

（２）今年の除排雪計画について
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市政懇談会のグループ別意見交換における意見一覧

　東雲町で実施された高規格道路の説明会で、完成すると
五十嵐町から堀川町を経由した市立病院への交通量が減る
と言っていたが、逆に増えると思われる。堀川町の大通り
橋の幅員も狭く改修が必要と考える。
　また、モダ石油前の元川町交差点に問題がある。改修工
事後の待ち時間も短縮はほとんどみられない。

　五十嵐通りは都市計画道路であるが、堀川町部分は大通り
橋も含めて未改良のままである。高規格道路開通により国道
は交通量が増加するが、五十嵐通りは市内交通量の変化はな
いと考えている。道路改良については、道路５か年計画で今
後検討していく。
　元川交差点は２次改修が完了し、交差点形状や信号現示も
改良され交通の流れは円滑になった。

　給食センター横の東雲３号通りに路上駐車している車輌
が散見され、降雪時は視界が遮られ危険な状況である。

　現地のパトロール回数を増やし状況を把握し、必要に応じ
て留萌警察署とも相談し対応していきたい。

　市が除排雪したあとの広くなったところに、一般家庭の
雪を除雪機などで出しているのを見かける。パトロールな
どを強化してモラルを促してほしい。

　道路への雪出し禁止は当然のことであり、市もパトロール
の実施や広報、個別指導もしているが、対応しきれてないの
が現状である。雪出ししている所を現認し、注意指導しなけ
らば効果的ではないので、町内会としても雪出し禁止に対す
る取り組み、協力をお願いする。

　除雪の基準は１０㎝以上に定められているが、吹き溜ま
りなどで交通障害となる路線があり、パトロールを強化す
るよう指導していただきたい。

　吹き溜まりや暖気等で路面状態が悪化し交通障害となる場
合は、除雪を実施する。パトロールも実施しているが、局部
的に発生する吹き溜まりなどは視界不良でパトロールも困難
である時が多く、できる場所、時間もさまざまなので、情報
提供をいただき、作業ができる環境になりしだい作業を行い
交通障害とならによう対応していきたい。

　除雪オペレーターにより除雪の質にばらつきがあり、一
定の統一が図られるよう指導をお願いしたい。特に、道路
幅を確保していただきたい。

　バス路線等幹線道路については２車線幅確保、生活道路に
ついては１車線幅確保を目標に除雪を実施している。なお、
運転手の技量についても、一定の統一が図られように指導し
ていきたい。

　除排雪を実施してもすぐに雪出しにより道幅が狭くなる
路線での対策を講じてほしい。

　その道路の場所や条件により、すぐに幅員が狭くなる路線
がある。多くの場合は、幹線に面する枝線が幅員が狭く、幹
線道路に除雪した雪を出して対応しているものと、地先から
の雪出しによるものと認識している。町内会等も含めた枝道
の除雪方法のあり方、現地状況を再確認し必要に応じて対応
したいと考える。

（２）今年の除排雪計画について
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市政懇談会のグループ別意見交換における意見一覧

　市道に雪を出すことを禁止しているが、シーズンに１回
程度認めてほしい。（排雪時期のまえ）

　現状では困難である。

　自分が住んでいる道路は除雪路線となっていない。通路
確保のため道路に雪を出すと文句を言われる。

　私道の道路への雪出しは、個人住宅の雪だしと同じ扱いに
なるので止めていただきたい。家屋が３件以上連担している
私道であればダンプトラックや融雪機の無料貸出し制度が利
用できる。

　除排雪を行う町内会に貸し出すダンプトラックの貸し出
し制度があるが、もっと簡単に利用できるよう工夫してほ
しい。

　できる限り簡素化しているが、市費でダンプトラックの費
用を負担するため、利用状況の説明責任も含めて最低限の確
認事項は必要となる。

　トラックの運転手は貸してくれるのか。
　ダンプトラック本体費、燃料費、運転手費も含め貸し出し
となる。ダンプトラックに係る費用一式を市が負担する。

　コミセン単位で行政、住民、除雪業者が話し合える場が
必要。

　町内会からの要請により、町内会単位での住民、除雪業
者、市の３者で除雪に関する懇談会を開催しているので、開
催希望がある場合は連絡をいただきたい。

　雪捨て場が近隣にあれば効率的に排雪を行うことができ
るようになると思うので箇所を増やしたほうがいい。

　雪捨て場の選定条件として、一定程度の広さと、春先に溶
けた水の処理ができること等周辺環境の諸条件が整っている
ことが必要であり、更なる雪捨て場の確保は困難な状況にあ
る。ただし、地区限定で使用する小規模な雪捨て場の選定は
今後も継続して行っていきたい。

　ダンプトラックの無料貸し出し制度について、運転手と
燃料代についてはどうなっているのか。

　ダンプトラック本体費、燃料費、運転手費も含め貸し出し
となる。ダンプトラックに係る費用一式を市が負担する。

　春日町の市営住宅の入居者が独居老人だけなので、除雪
に大変苦労している。毎回来ていただきたいとは言わない
が、溜まった時には、除雪をお願いしたい。町内会では限
界があるので要望したい。

　市では、一人暮らしなどで本人や協力者による除雪が困難
な方には、緊急時の安全確保など図る除雪サービス事業を
行っているので、はーとふる（介護支援課・地域包括支援セ
ンター）にご相談ください。

（２）今年の除排雪計画について
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　以前の生協の歩道のあたりでロードヒーティングが壊れ
て、歩道に吹き溜まりができている。中学生が学校へ行く
のに、歩道が歩けないため、車道で車が通り過ぎるのを
待っていることが見受けられる。事故がないよう対応を要
望したい。除雪車で歩道をふさぐときもあり危険である。

　ロードヒーティングは強風により路面の熱が奪われるため
融雪機能が著しく低下する特性があるので、万全なものでは
なく、あくまでも補助的機能として認識していたたき、路面
状態にあわせ注意しながら通行していただきたい。　ご指摘
の箇所は防雪柵を設置してから一定程度の効果が図られてい
るものと認識しているが、局部的に発生する吹き溜まりなど
は視界不良でパトロールも困難である時が多く、できる場
所、時間もさまざまなので、情報提供をいただき、作業がで
きる環境になりしだい作業を行い交通障害とならによう対応
していきたい。除雪作業中は歩道をふさぐこととなるので、
注意しながら通行していただきたい。

　錦町の市営住宅前の除雪について、行く方と帰る方で置
いていく雪が３倍ほど違う。一度、見てもらったが改善さ
れていない。

　その道路の場所や条件（例、カーブの内側、外側や交差点
付近等）により、どうしても除雪の堆積量に違いがでる場合
がある。現地を再確認し、業者とも打合せを行っていきた
い。

　元町地区は大型車両の通行が多く道路の確保をお願いし
ているが、吹き溜まりが多い場所で排雪をするにしても大
変である。古丹浜埠頭の木材を置くスペースに雪を押して
道幅を確保するなどを検討してみてはどうか

　古丹浜埠頭への雪堆積場も検討したこともあるが、港湾荷
役で使用する場合も考えられこと、現行の雪捨て場であるヲ
ムロの沢が位置的に近いこともあり、現状は利用していない
状況である。

　バス路線の排雪が遅く、バスとの交差ができない状況に
なる。バス路線の排雪について早めの対応をお願いした
い。

　バス路線等の幹線道路は２車線幅確保が目標であり、早め
の排雪を計画、実施するようにしている。年に３～４回程度
の運搬排雪を計画している。

　東岸通りにラベンダーを植えているが、除排雪のときに
すこし高さをあげてもらいたい、直営のときは良かった
が、業者になってから引掛けることがあるので、気をつけ
るよう指導して欲しい。

　業者へ指導する。

　元町は毎年、市、町内会長と業者とで協議を行ってお
り、除雪については大分よくなった。

　毎年の対応感謝する。また、開催希望がある場合は随時連
絡をいただきたい。

（２）今年の除排雪計画について
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　東雲会館横にある公園内に防火水槽があり、防火水槽付
近に除排雪の雪を搬送業者がショベルで積み上げている。
付近住宅で火災が発生した場合、使用できないのではと住
民が不安がっている。

　留萌消防署から消防水利周辺の除排雪に関する協力依頼も
されており、道路除雪業者には消防水利周辺は配慮するよう
に指導している。道路除雪業者以外の場合も考えられるた
め、現場を確認し、関係業者と打合せを行い、消防署とも協
議しながら対応していきたい。

　潮静は、毎年大雪が降ると搬送除雪がなかなか入らず、
市内バスが町内を走れない状態が３～４日続き、苦労して
いる。生活に支障をきたしているが、留萌市ではどう考え
ているのか。また、自衛隊の要請等を考慮してほしい。

　バス路線等の幹線道路は２車線幅確保が目標であり、早め
の排雪を計画、実施するようにしている。年に３～４回程度
の運搬排雪を計画している。なお、市では平成２５年１月の
大雪時には路線バスが運休した記録があるが、それ以外は運
休記録はない。また、過去の除雪に関する災害派遣要請事例
から自衛隊への要請には至らないと判断している。

　搬送除雪の基準について説明があったが、実際に基準通
りに来たことがない。例えば、市内では１０ｃｍ積雪が
あっても、潮静地区から東側は２０ｃｍの積雪であるのが
現状である。

　バス路線等の幹線道路は２車線幅確保、生活道路は１車線
幅確保を目標に、日々の除雪を行い必要に応じて運搬排雪を
するものである。新雪除雪は、早朝除雪を基本としており、
その時の降雪量がおおむね１０ｃｍ程度を目安に出動するも
のである。

　市のパトロールは、中心路線しか見て行かない。住宅街
の中に入り細部に渡って積雪状況を確認する等しっかり
やってほしい。

　パトロールは、２車線幅確保の幹線道路が中心となるが、
幹線道路から生活路線の状況も確認しており、必要に応じて
生活道路もパトロールするようにしている。

　除雪出動基準の「２．３」については、誰が決定し、実
施するのか疑問がある。

　新雪除雪以外はすべて事前協議を必要としているので、業
者との協議により市が決定している。なお、新雪除雪につい
ては、事後報告としている。

　市内の各地区によって降雪量が違うので、搬送除雪を委
託された業者は、地区ごとの降雪量により支払う金額を決
めてはどうか。

　現除雪業務の委託契約は、運搬排雪は搬出した量での出来
高精算制としている。

　雪が降ると坂が多いため車が上がれない。１０ｃｍ雪が
降らないと除雪に来てくれない。地理的なことを考慮し
て、できれば朝と夕方の１日２回除雪に来てほしい。

　早朝除雪を基本とするが、日中の降雪や融雪により走行が
困難な状態になった場合は、１０ｃｍ以下でも必要に応じて
路面整正除雪を行うので、走行困難な場合は相談していただ
きたい。

（２）今年の除排雪計画について
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　大和田バス停前の上層にある消火栓付近を除雪しても、
あとから開発の除雪車がきて、除雪した場所に雪を投げて
いく。

　留萌開発建設部留萌開発事務所にその旨連絡した。可能な
範囲で対応するとの回答であった。現地確認したところ改善
されていた。

　降雪により道路が遮断されると生活に支障をきたすの
で、市または消防で雪上車を持ってほしい。

　雪上車が必要となる場合は、自衛隊への災害派遣要請が必
要なレベルになると思われますが、このレベルの降雪発生頻
度を考えると雪上車を保有して寝かせておく有効性は無く、
意見の趣旨不明のため回答なし。

　市内の高齢者向け施設が４種類あるが、この待機状況を
教えてほしい。

　特養で１００名程度。ただ、民間に入っている人もいるの
で、全く何処にも入っていない人数ではない。

　留萌市として、待機状況を把握するようなサービスはで
きないか。例えば、認知症の待機者は何名とか老人ホーム
の場合は、何名待機しているなど市で把握できないか。

　特養はできるが、民間は市ではできないと思う。市の担当
のところに相談すれば情報は得られるので、はーとふるに相
談してほしい。

　３年に１回保険料を見直しているが、高齢者の割合が増
えていくとどこまで高くなるのか、負担しきれない状況に
なるのではないか。
　次回の改定で介護報酬を５％下げるという話があるが、
そうなれば保険料も下がるのか。

　介護報酬の増減による影響はあるが、今後は、高齢者人口
の増加に伴う介護給付費が増えることにより、保険料は上昇
する見込みである。
　団塊の世代が７５歳以上になる平成３７年度においても円
滑な介護保険制度が持続できるよう取り組んで行く。

　報道で後期高齢者の保険金に欠損金が出ているといって
いたが、年金から強制的に天引きされるのに未納が発生す
るというのが理解できない。

　介護保険料の納付の方法は二通りあり、特別徴収（年金天
引き）と普通徴収（納付書払い）がある。
　特別徴収（年金天引き）では、未収は発生しないが、普通
徴収（納付書払い）では発生することがある。

　民間の介護施設に入所するには多額の費用が必要で、年
金だけでは入れない。

　介護保険施設等はその事業所により様々な料金設定となっ
ているが、低所得段階の方々が入居可能な施設の充実が課題
となっている。

（３）留萌市の介護保険について

（２）今年の除排雪計画について



意見分類項目 意見・質問の概要 回答・対応

市政懇談会のグループ別意見交換における意見一覧

　萌寿園の入所待ちは現在９２人と聞いている。市の施設
をもっと増やしてほしい。
　さらに、萌寿園の敷地内に来年度以降も施設を建てて頂
きたい。

　特別養護老人ホーム萌寿園は、社会福祉法人萌寿会が運営
しているが、平成２６年４月に地域密着型特別養護老人ホー
ム（２０定員）が開設となった。
　今後も萌寿会との連携を図りながら、入所希望者の解消な
どについて検討していく。

　身内が萌寿園に入所しており、本人は施設内で運動をし
たいと言っているが、させてもらえないようである。もし
運動して骨折したら困るからだと聞いている。

　特別養護老人ホーム萌寿園は、社会福祉法人萌寿会が運営
しているが、利用者の安全確保などには十分に配慮している
ものと考えている。

　市内には民間で経営する介護施設が多くあるのに、入り
たい人が２、３か月待ちであると聞いている。理由とし
て、介護する人がいなく、人手不足で手が回らないからと
聞いている。市ではどのような対策を考えているのか。

　全国的にも介護に携わる人材の不足が指摘されているの
で、当市においても介護の人材が確保できるよう国や北海道
にはたらきかけていく。

　留萌マルシェ秋葉原店、横浜店の両店ともいったことが
あるが、横浜店はなくなったようだがどうなったのか。

　横浜店については店舗の立地条件の問題もあり、客が入ら
なかったようである。

　道外ＰＲ事業も良いが、留萌に道の駅を設置してはどう
か。道の駅があると、年中ＰＲすることができる。船場公
園に設置してはどうか。

　船場公園は国道２３１号、ＪＲ留萌駅、留萌港東岸船溜ま
りに隣接し中心市街地へのアクセスも良好な場所に位置して
いる。平成９年から都市公園として整備を進めており、平成
２７年度に管理棟を含めた施設全体が完成する。都市公園事
業として施設の整備はしているが、駐車場、トイレ、イン
フォメーションスペース等の道の駅に必要な機能も入ってい
る。

　他の市町村ではラジオ番組を利用したり、テレビショッ
ピング・インターネットによりＰＲし効果を上げているが
留萌市は活用しないのか。

　番組招聘などは多くの費用がかかるため実施していない。
放送で取り上げていただくなど、関係機関との連携の中で実
施している。
　商品の販売に関しては、それぞれの企業の販売戦略。

　季節が良く夕陽のきれいな夏場に、道外から１カ月間黄
金岬に夫婦で車の中に滞在し、２１万円を留萌市で消費し
ている方がいる。観光物産のＰＲだけでなく、市住などの
空き住宅を活用した「短期永住」のＰＲも必要ではない
か。

　他市町村の空き家バンク制度などの移住・定住に関する取
り組みについて調査、研究を進めた上で、留萌市にとって効
果的なＰＲ方法を考えていきたい。

（３）留萌市の介護保険について

（４）首都圏における留萌観光物産
ＰＲについて



意見分類項目 意見・質問の概要 回答・対応

市政懇談会のグループ別意見交換における意見一覧

　留萌のＰＲをあちこちでやっており、それは素晴らしい
と思うし、イベントもやっているが、その効果はどうなの
か。また、実際、留萌の経済波及効果はどうなのか。８時
ぐらいになると街を歩いている人もおらず、飲食店も減少
している。高齢者が多くなっているのかもしれないが、働
く場所や雇用を増やすことが必要。
　農業や漁業で、どの程度活性化され、就労人口がや後継
者がどのように増えていくのか。日常生活が豊かにならな
ければ人口は増えていかないと思う。そういう施策をみん
なで悩んでいかなければならないと思う。若い人が、生き
生きする町にしてほしい。

（効果・波及効果）
　留萌のＰＲは、まずは「留萌」という「名前」であったり
「場所」などを知っていただくことから始まり、継続的な取
り組みにより認知されていくものと思っている。
経済への波及効果も大きなものは無いが、米や数の子の注文
なども来ていると聞いている。
（一次産業）
　農業、漁業における担い手づくりは喫緊の課題と認識して
おり、国、市独自の制度を組み合わせて、新規就農者、新規
就業者の確保に向けた支援措置を講じているところである。
また、これら新たな担い手も含め、農業者、漁業者の所得向
上に向けた生産振興や農水産物の付加価値の向上と販路開拓
など積極的にとり進めていきたいと考えているところであ
る。

　ルルロッソの作付面積が少ないためか、値段が非常に高
い。

　ルルロッソはお土産として留萌の名前が入っているので
利用しやすい。

　東京などでのＰＲは、地元の人間としてはあまりピンと
来ていない。振興局は、道内から集まった会議の参加者
に、留萌市内でのお土産購入など、ことあるごとにＰＲを
しているが、市の取り組みはあまり目立っていない、外で
のＰＲばかりではなく、来た人に対する地元でのＰＲ活動
にも、もっと力を入れてほしい。

　市内で開催される全道、道北の会議や大会などで観光パン
フレットなどの配布を実施している。また、留萌観光協会で
も特産品の売店を臨時出店しており、留萌のＰＲを実施して
いる。

　市長が頑張っているのは分かるが、この取り組みが生産
者の団体等と一体となった活動なのか疑問。数の子など
は、生産者は個別売りではなく、関西での市場の取引がメ
インとなっている。市長の取り組みと業界とが一緒に動い
ているのか見えてこない。

　数の子は、関西方面の取引が主となっており、首都圏への
拡大を期待しているもの。
　米に関しては若手農業者も販売に参加し、直接ＰＲしてい
る。
　販路拡大には消費者へのＰＲも大切であり、今年の実績を
もとに関係機関と次年度以降に向けた取り組みを協議してい
く。

　ルルロッソについては、留萌市や小平町で生産された小麦
を市内の製麺業者が加工製造した１００％オリジナルパスタ
となっている。生産量が少ないため、価格面では大手の大量
生産の商品と比較し、割高となっているが、生産者、製造者
の努力により高品質かつ地域性のある商品として差別化を図
りながら、生産、販売振興をしていきたいと考えているとこ
ろである。

（４）首都圏における留萌観光物産
ＰＲについて



意見分類項目 意見・質問の概要 回答・対応

市政懇談会のグループ別意見交換における意見一覧

　道の駅を作ることが一番のＰＲだと思う、是非作っても
らいたい。今は、どこに行っても道の駅があり、そこを目
指して旅行客が来る。留萌も道の駅を作り、そこを拠点に
情報発信やＰＲを行うことを考えて欲しい。場所は、駅の
裏ではなく、これから延びてくる高規格道路の近くが適切
だと思う。

　現在、駅裏の船場公園を道の駅とする予定はないが駐車
場・トイレ・情報発信スペースと機能的には兼ね備えている
施設となっている。

　増毛の催しには、札幌などから大勢の観光客が押し寄せ
ている。歴史と果物、お酒などを融合させた観光PRの上手
さを感じる。留萌も増毛に負けないような取り組みをして
欲しい。

　うまいよ！るもい市は、市外へのＰＲも行っており、市外
からの来場も多く、海（黄金岬や海水浴）や他のイベントと
の連携により集客を図っている。
　市内だけではなく、近隣町村の観光も含め広域的な取り組
み（提案）、市民も含めマチ全体でのおもてなしが必要。

　自衛隊と緑ヶ丘小の間に河川（アイトシナイ川）があ
り、国と市の用地の関係かわからないが、夏でも自衛隊側
は草などもきれいだが緑ヶ丘小側はすごい状況になってい
て、川の右岸と左岸の状況がすごい違う。それが原因なの
か川水も昔はきれいな水が流れていたような気がする。

　自衛隊側（右岸）は自衛隊で草地法面全て除草をしてい
る。小学校側（左岸）は留萌市で道路の機能保全と視認性確
保のため路肩平面部と路肩から河川へ法面部２ｍ程度幅で除
草をしている。

　平和台の市住看板がまだ道住となっている。市住に書き
換えてほしい。

　早急に対応する。

　屋根の滑り止めが壊れている家屋があり危ない。これか
ら冬になっていくが危険家屋については早目に対応をして
ほしい。

　国の方でも法案は通ったが、その方針も細部までは全て網
羅しているというものではなく、市としても条例化を含め検
討をしているところ。所有者に対して管理のお願いも続けて
いく。

　ごみの仕分けが大切なのは十分理解はしているが、実際
高齢者世帯になるとプラを洗ってだとか汚れたものはなど
細かいところまでの区分けは難しい。もう少し仕分けを少
なくはできないものか。

　細かい仕分けにより、資源化や処分場の延命などにつなが
り、ごみ袋の料金や新しい処分場を造る際の市民負担にも影
響する。確かに小さな袋を洗うなどは大変だと思うが、平成
２７年度も引き続き、民さんのご協力をお願いする。どうし
ても難しいというものがあれば可燃ごみや不燃ごみとして処
理してほしい。

（４）首都圏における留萌観光物産
ＰＲについて

（５）その他の項目について



意見分類項目 意見・質問の概要 回答・対応

市政懇談会のグループ別意見交換における意見一覧

　一部の市営住宅のごみの出し方が悪い。原因としては、
留萌市の分別方法が複雑で高齢者が理解していない。特に
水曜日の資源ごみの出し方が悪く、市役所に相談したこと
もあるが、一度は見に来てくれたが改善に繋がらない。出
す人は特定できないので自分で片づけている。

　分別したごみを販売することで、収入を得ることにより、
市民負担を軽減するようにしている。ごみの出し方のトラブ
ルは、市が解決すべきと考えており、問題が発生した場合
は、廃棄物対策係に連絡をお願いする。

　千鳥町見晴通りについては、道道と市の取り付け道路に
ついての認識が甘いのではないか。千鳥町見晴通りの計画
がよくわからない。
　道路ができた後、野本町の除雪についての問題は解消で
きるのか。
　自由が丘迂回道路についてどう考えるのか。千鳥町に
は、千望高校、留萌中学校、近隣には東光小学校があり事
故が心配である。

　都市マスや留萌市道路網整備計画に基づき、都市計画道路
の追加を行ってきた。広い幅員の歩道を両側に計画してお
り、避難路や通学路としても活用がなされていく。
　野本町の除排雪については、１６ｍの幹線道路に拡幅され
るので、排雪効率も上がるものと考えている。
　自由ヶ丘団地と見晴通の取付道路については、道道管理者
と協議していきたい。

　栄町の道路工事については、工事期間が長く、道営住宅
の駐車場が不便で入居者から苦情がでているが工事の状況
についての説明が欲しい。

　道路工事については、基本的に隣接する町内会へは回覧な
どでお知らせをしている。

　見晴町に鹿が増えていて不安である。市では市街地の鹿
対策をどう考えているのか。

　近年市街地でのエゾシカの出没が増加しており、交通事故
や人への安全確保のため警察と連携して対応している。ただ
市街地では銃器の使用が出来ないため、刺激を与えることを
避けながら山林等への誘導を行っている。

　婦人の家では、保護司会の活動や、文化活動に大きな影
響があると思うが、市としては今後どうする考えなのか。

　近年の利用者減少及び光熱水費等の高騰により、施設運営
が厳しい状況であることから、利用者の意見を聞き管理体制
を見直した上で一定の方向性を協議する予定。

　健康の駅をよく利用しているが、健康機器が古く特にバ
イクの故障がひどい状況である。予算の都合は理解できる
が、修理できるものは修理するなど、もう少し配慮いただ
けないか。

　るもい健康の駅は「健康づくりの新たな交流の場」とし
て、多くの市民の皆様にご利用いただいている。特に軽運動
室は利用者が一番多く、来館者アンケートにおいても、エア
ロバイクの老朽化に対するご意見をいただいている。安心、
安全にご利用いただくために今後充分検討していきたいと考
えている。

（５）その他の項目について



意見分類項目 意見・質問の概要 回答・対応

市政懇談会のグループ別意見交換における意見一覧

　留萌市から郵送される窓付き封筒の窓部分のプラスチッ
クを分別する際に剥しにくく、今後封筒を製作するときに
は剥しやすい工夫をしてもらいたい。

　今後封筒を作成する際に、窓部分を剥がさずに雑紙(ざつが
み)で廃棄できるものへの変更を検討する。

　湊神社の鳥居の中に市の軽トラックを乗り入れ作業し、
タイヤ痕を残していった。神聖な場所でもあり、このよう
なことのないよう指導していただきたい。

　当日は、電線に触れそうな道路沿いの木の枝払い作業のた
め、軽トラックを持ち込んで作業をした。ご指摘のとおり、
作業にあたっての配慮を欠いており、大変反省している。今
後、同様の作業の実施にあたっては充分注意していきたいと
考えている。

　温水プール「ぷるも」の一部再開は、利用者は大変喜ん
でいる。今年度は短期間の再開であったが、来年度のプー
ルの再開にあたっては、利用者からアンケート調査するな
ど意見を取り入れていただきたい。

　平成２７年度も２６年度と同様に小学校のプール授業で使
用します。
　また、今年度、プール授業として使用しない夏休みの一般
開放時期にアンケートを実施したが、回答件数が３件と少な
かったため、平成２８年度においては、実施方法を改善して
実施する予定である。

　テレビ報道の映像で市民の顔として出る市役所庁舎の建
て替え計画はあるのか。

　地震が来て庁舎が潰れてしまったら防災の拠点がなく
なってしまう。耐震診断、建替計画等検討するべきではな
いか。

　泉町の奥で鹿が頻繁に出没し、最近は開運町の市街地に
まで出没している。庭や畑が荒らされ大変困っているが、
対策はできないか。

　市街地では銃器使用の駆除が出来ないため、家庭菜園等で
の対策では、銃器を使った捕獲が出来ないため、防護網や塀
を回すなどの所有者の自衛が中心となる。

　医師がいないことから深川市の病院に通院している状況
がある。医師の確保を含め、住民が安心できる医療体制の
充実を図っていただきたい。

　引き続き、医師確保に向け努力する。

（５）その他の項目について

　市の庁舎の建替計画はないが、庁舎全体が老朽化してきて
おり、特に本庁舎については、建設後５０年以上経過してい
ることから、今後、対応を検討していく。
　なお、災害等により市の庁舎が使用できない場合、市立図
書館に災害対策本部を設置することとなっている。



意見分類項目 意見・質問の概要 回答・対応

市政懇談会のグループ別意見交換における意見一覧

　今年にっぽん丸などの寄港があり、観光客は古丹浜など
を目にして第一印象が悪いと思う。市内の環境整備で廃屋
の対策を行っていると思うが、まず、学校の廃屋など市の
所有物を優先して対策してから、市民にも協力を求めるべ
きだと思う。

　市所有の老朽化している建物については、周囲に危険を及
ぼさないよう管理をしながら、計画的に解体を進めている。
周囲に危険を及ぼす恐れのある一般の空き家については、所
有者の責任として適正管理を指導していく。

　佐賀番屋など既存の観光施設を整備するべきではない
か。

　佐賀番屋は観光施設ではないが、観光ツアーなどに組み込
まれている事例もある。
既存観光施設は老朽化が進んでおり、市全体の施設整備計画
を検討する予定。
　佐賀番屋については、今後も施設の維持をしながら、一般
開放を継続していく。

　観光施設等のトイレを整備し、使用できる体制にしてほ
しい。以前は使えていたが、冬の間、黄金岬、公園など南
岸釣り客やゴールデンビーチ使用者が使えないトイレが多
い。

　基本的に冬期間のトイレ開放は考えていない。

　ふるさと館に佐藤勝のコーナーがあるが、他に多くの著
名人がいる。利用すべきである。

　施設の有効活用と一体に検討する。

　礼受の佐賀漁場の番屋は通常閉鎖されている。整備して
普段も開けておくことが、観光につながるのではないか。

　旧佐賀家漁場については、８月上旬の１週間の期間一般開
放している。今後ともニシン漁の歴史を伝えるためにも、継
続していく。

　沢住小児科病院が閉鎖になり、市立病院では予約してい
なければ小児科にかかれないと聞いたので、子どものいる
お母さんから確認してほしいと言われた。急病のときにか
かれないとお母さんたちが心配している。

　現在、小児科で完全予約となっているのは、ワクチン外
来、心臓外来、内分泌外来などの一般診療以外の外来となっ
ている。
　一般診療については、予約外の受診も依然と変わりなく受
けている。

（５）その他の項目について
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　私の町内会は、６５歳以上が半数であり、町内会活動す
る人のなり手がいない。町内会活動が高齢者ばかりであり
活動自体が難しい。町内会に対する行政的なバックアップ
として住民センターやコミセンについての補助が削減され
ている。また、市の財政が改善された場合、もとに復元す
るような施策を検討してほしい。財政が厳しいということ
で大きく削減されているので、そういうことにも目を向け
てほしい。

　市としても市全体で高齢化が進んでおり、町内会活動のな
り手がいなくなってきている現状は認識しており、今年度、
運営経費の不足から運営が困難になってきていたコミセンの
指定管理委託料を増額するなどのバックアップをしている。
しかし、住民センターの運営に関しては、現在補助などをし
ておらず、今後も町内会の自主努力により運営していただき
たい。また、財政計画終了後には、健全化項目の見直しをし
ていきたいと考えている。

　春日町の住民センターも、今まで、溜めていたお金で運
営していたが、あと２年ぐらいで無くなる。

　現在のところ住民センターへの財政的な支援はないため、
日常的な管理・運営に係る経費については、町内会費等で
賄っていただきたい。

　各町内会の会館も自主的に運営しているが、耐用年数か
らいっても、ダメになりかけている。若い人がいればよい
が、自分たちでは改修もできなくなってきている。
除雪機も壊れて、冬は閉めている状況にある。

　町内会館については、各町内会の自主運営により運営して
いただいており、改修についても各町内会での対応をお願い
したい。また、除雪機についても市では更新していないた
め、各町内会で対応していただきたい。

　道路の補修を一生懸命やってもらっているが、本舗装で
はないためマンホールの周りなど、凍結による隆起、陥没
ですぐ戻ってしまう。道路の現況を十分把握してもらい、
道路整備計画に反映させて欲しい。

　道路の改良整備は道路整備５カ年計画により破損度の激し
いところや緊急性を要するところなどを優先して行ってい
る。財源的に限られることもあるが、今後とも破損などの状
況から優先度を検討したうえで改修整備を行っていく。

　街路灯のＬＥＤ化は大分進んできている。

　平成２３年度から行ってきた町内会防犯灯のＬＥＤ化事業
は、町内会の交換希望を確認し、今年度をもって終了した。
今後は、新規の設置に対して、補助金の交付を行いＬＥＤ化
を支援していく。

　空き家の周辺が不法投棄の元となり、美観を損ねてお
り、危険でもある。町内でもきれいにしようと努力はして
いるが限界がある。所有者のいない家屋や所有者が適切な
判断ができる状態にない家屋が町内にあり、市とも協議し
ているが、方策がない状況である。
　町内会としても行政にお願いするしか手はなく、空き家
対策の特別措置法が成立したので、積極的な対応をお願い
する。

　危険空き家については現状を確認の上、所有者に対し、適
正管理を指導している。
　空家対策特別措置法が成立し、今後国により作成されるガ
イドラインに基づき、市としても条例化を含め新たな対応に
ついて検討を進めていく。

（５）その他の項目について
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　小中学校の適正化計画について、統合後の建物の利活用
を検討してもらいたい。

　校舎の利活用が可能と判断した校舎について、「廃校施設
利活用ビジョン」を作成し、検討していく。全庁的に協議す
る組織体制についても含めて考えていく。このビジョンの基
本的な考え方については、教育委員会の協議を経て、平成２
７年度からは、このビジョンに基づいた検討ができるよう取
り組みを進めてたい。

　定期的に「うまいよ！るもい市」が港で開催されている
が、港から黄金岬に抜ける道路がなく不便である。

　留萌港の南岸からは国道や道道の幹線道路を利用して黄金
岬に行くことができる。

　船場公園が整備され、高規格道路が開通し、港、黄金
岬、ゴールデンビーチといった一連の利便性が良くなるよ
うな道路整備等、１００年先を見据えた街づくりをしてい
ただきたい。

　道路網は主要幹線道路を骨格とし、幹線及び補助幹線道路
と生活道路が樹木の幹・枝・葉のように構成される。留萌市
内では街なかを縦貫する国道とそれを補完する道道及び都市
計画道路が幹・枝の役目を果たし、市街地の北側を中心に整
備されているが、南側の丘陵部は少ない状況となっている。
見晴通が南側丘陵部の補助骨格道路として整備されることに
より、良好な交通網の形成が期待される。

　公共施設が市内各地に点在しているが、使い勝手が悪
い。

　各施設の利用者の意見を参考に、より使いやすい施設とな
るよう改善していきたい。

　少しの時間海を見に来ただけなのにゴールデンビーチ駐
車場の駐車料金を取られたことがあるが、イメージが悪い
ので駐車料金を取るのはやめてほしい。

　駐車料金は維持管理費にご協力いただいている。

　街の中に市営の無料駐車場を造ってほしい。駐車場のあ
る郊外の大型店舗に買い物に行ってしまい、中心市街地の
商店街で買い物をしなくなる。

　市営の無料駐車場（月ぎめ有料）は明元町６丁目にある。
郊外の大型店同様、商店街で設けている駐車場や店舗に併設
して駐車場を設けているところもあるのでそちらも利用して
いただきたい。

　市内の空き家についてどのような対策をしているのか。
　消防では毎年調査を実施し、所有者に対し維持管理の文書
を送付している。

　留萌市内で危険ドラックによる救急出動はあったのか。 　該当なし。

（５）その他の項目について


